
■ていちあみぎょぎょう せんもんきゅう がっか しけんもんだい こうひ

ょうよう 
 
１．（ ）したの ずは、 ていちあみを まよこから みた ずで、①は  

のぼりあみ である。 

 

 

２．（ ）したの ずは、 ていちあみを まよこから みた ずで、⑦は  

はこあみ である。 

 

 

３．（ ）したの ずは、 ていちあみを まよこから みた ずで、⑨は  

いかり（どひょう） である。 

 

 

４．（ ）ていちあみぎょぎょうでは さかなが よく とおる ところを み

つけて あみを いれる。 

 

５．（ ）かきあみの ながさを きめることは かんたん である。 

 

６．（ ）ていちあみで とれる さかなは すぐに いちばに もっていけ

かいめん 

かいてい 

かいめん 

かいめん 

かいてい 

かいてい 



ないため しんせん ではない。 

 

７．（ ）かきあみは ふとい いとで ちいさい めあいに あんだ あみ

で つくる。 

 

８．（ ）ていちあみを かわや みずうみに いれる ことはない。 

 

９．（ ）「かんぱち」は ぜんこくの ていちあみで ぎょかく される。 

 

１０．（ ）「あかえい」 や 「おにおこぜ」は どくばりを もつ きけんな 

さかな である。 

 

１１．（ ）あみおこしの じかんは ちいきに よって ちがう。 

 

１２．（ ）あみおこしに つかう ふねには あみを あげるために つかう 

きゃっちほーらーが ついている。 

 

１３．（ ）あみおこしのとき、 たてろーらーは さいだいの はやさで か

いてん させる。 

 

１４．（ ）あみを せばめて あつめられた さかなは たもで すくいあげ

て ぎょそうに いれる。 

 

１５．（ ）ていちあみには どくを もつ さかなが はいることが あるた

め、 せんべつの ときは きをつける。 

 

１６．（ ）ていちあみで とれた さかなの なかには、 いきたまま いち

ばに みずあげする ものもある。 

 

１７．（ ）ていちあみを かんり するため、 うみに もぐって あみの じ

ょうたいを たしかめる ことがある。 

 

１８．（ ）いかり（どひょう）を うみに いれる ときは、 ろーぷに ま

きこまれない ように ちゅうい する。 

 


